
第２回「すくすく稜南会」基本的生活習慣アンケート結果と考察（稜南中） 

 

    

 ※評価は４段階評価，全家庭を対象に実施 

    （よくできた：４ だいたいできた：３  あまりできなかった：２ できなかった：１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ７月，１月のアンケート結果         

   のレーダーチャート 

1～3年生

稜南中 １年 稜南中

１組 ２組 ３組

7月 １月 7月 １月

① 3.37 3.44 3.21 3.26 

② 2.93 2.67 2.54 2.57 

③ 2.59 2.85 2.50 2.30 

④ 2.81 2.85 2.71 2.70 

⑤ 3.04 3.07 3.21 2.96 

⑥ 3.33 3.41 2.92 3.13 

⑦ 3.37 3.41 2.96 3.17 

⑧ 2.67 3.00 2.50 2.52 

相手や時間、場所に応じたあいさつができた。

携帯電話、スマートフォン、タブレット、インターネットは夜１０時から朝６時は使用しなかった。

家族の一員として家族のために仕事を決めて、実践した。

毎月第１月曜日のノーメディアデーには、家族で読書や会話を楽しんだ。

家庭学習（宿題や自学）をがんばった。（１，２年生：最低１．５時間以上  ３年生：最低２時間）

バランスのよい食生活を心がけた。

十分な睡眠と適度な運動をおこなった。

将来の夢や希望について、家族と話し合っている。

集計項目

1～3年生

３年

３組

7月 １月 7月 １月 伸び

3.30 3.48 3.24 3.36 0.12 

2.67 2.67 2.69 2.63 -0.06 

2.37 2.63 2.57 2.90 0.32 

2.30 2.30 2.34 2.33 -0.01 

2.96 3.19 2.91 2.98 0.07 

3.30 3.44 3.27 3.36 0.09 

3.15 3.19 3.16 3.16 0.00 

2.78 3.00 2.58 2.78 0.20 

平均

【集計結果・考察シート】

稜南中学校　
（考察）
○１「相手や時間、場所に応じたあいさつができた」の項目は全学年で
　数値が向上していた。
…あいさつ運動の継続（本年度は感染予防の観点からあまりできなかったが…）

○８「将来の夢や希望について、家族と話し合っている」の項目は全学年で
　数値が向上していた。
…１、２年生：進路学習を家庭で話題にしてもらっているのでは。学級通信等での紹介。
　３年生：進路選択を目の前にして、家庭で話題になったのでは。

△２「携帯電話、スマートフォン、タブレット、インターネットは夜１０時から朝６時は使用しない」の
項目は、１、２年生で数値が低下していた。
…家庭での約束等が守れていない生徒も多い。
　呼びかけ等の不足。

△４「毎月第１月曜日のノーメディアデーには、家族で読書や会話を楽しんだ」の項目は、全学年
で数値が低下していた。
…ノーメディアデーの周知不足。記録表の指導等も学級によってばらつきがある。
　ノーメディアデーの取組内容に「1人で学習」等の項目もあり、家族全体で取り組むというより子
どものみで取り組む場合もあるのでは。

（その他）
第１回のアンケートより第２回のアンケートの方が回収率が高かった。すくすく稜南会の取組に対
する各家庭の意識が少し向上したのではないかと考える。また、とても数値が高い家庭もあれば、
１、２の評価が多い家庭もあり、各家庭での取組に差があることが分かった。

（まとめ）
第1回での課題が改善されている項目もあれば、逆に数値が低下した項目もあるため、今後の継
続した取組と同時に、新たな呼びかけ方法等を考えていきたいと感じた。（ノーメディアデーの取組
など）。生徒会や担任の先生方と連携しながら、各家庭への呼びかけを行っていきたい。

稜南全体

項目 7月 1月 伸び
93.19 1 93.2 93.8 0.6 
57.02 2 57.0 55.0 -2.1 
51.45 3 51.5 60.0 8.5 
40.83 4 40.8 41.7 0.9 
66.95 5 66.9 69.7 2.7 
89.87 6 89.9 90.5 0.6 
78.06 7 78.1 79.7 1.6 
53.11 8 53.1 65.6 12.4 

評価3以上の割合

３ 評価３以上の伸び 

１ アンケート項目と７月，１月の平均 



  

（平均の伸びからの考察） 

○ １「相手や時間、場所に応じたあいさつができた。」、６「バランスのよい食生活を心がけた。」、７「十分な  

 睡眠と適度な運動をおこなった。」の項目は当初より良好である。 

〇 ３「家族の一員として家族のために仕事を決めて、実践した。」、８「将来の夢や希望について、家族と話し  

 合っている」の項目は数値が向上した。 

  ３の項目の結果から年末年始は家族の一員としての自覚がわき、手伝いを率先して行ったと考えられる。 

  ８の項目の結果から、キャリア教育の実践（高校説明会、職業講話など）の成果があらわれたと考えられる。 

 

△ ２「携帯電話、スマートフォン、タブレット、インターネットは夜１０時から朝６時は使用しない」、４「毎 

 月第１月曜日のノーメディアデーには、家族で読書や会話を楽しんだ」の項目は、改善が見られなかった。 

  ２の項目の結果から、情報端末の扱いについては、各家庭でのルールが決まっていないことが考えられる。 

  ４の項目の結果から、中学校においては、帰宅時間が遅いことや学習量の多さから、家族での時間が十分と 

 れていないことが考えられる。 

 

（評価３以上の割合の伸びからの考察） 

〇 ３「家族の一員として家族のために仕事を決めて、実践した。」、８「将来の夢や希望について、家族と話し 

 合っている」の項目は、改善がはかられた。 

 

（まとめ） 

 大きく伸びている項目もあれば、微増している項目もある。 

 ８項目のうち、平均の伸びは５項目、評価３以上の割合の伸びは７項目とこれまでの取組の成果が見られる。 

 しかし、２「携帯電話、スマートフォン、タブレット、インターネットは夜１０時から朝６時は使用しない」

の項目については、伸びが見られなかった。特に問題となっているＳＮＳ関係については、幼・保、小、中で連

携して取組を行っていく必要があると考える。 

 今後はホームページや学級通信等を活用し、家庭へ啓発をしていく予定である。 

４ アンケート結果の考察


